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私
は
ま
だ
郷
の
中
學
に
居
た
頃
に
、
始
め
て
先
生
の
「
心
理
新
説
」
を
讀
ん
だ
。
其
れ
は
木
版
で
印
刷
さ
れ

た
單
簡
な
二
册
も
の
で
あ
つ
た
。
又
た
殆
ん
ど
同
時
に
、
「
西
洋
哲
學
史
講
義
」
も
讀
ん
だ
。
其
れ
も
木
版
二

册
も
の
先
生
の
洋
行
前
の
著
述
で
、
最
後
に
此
の
講
義
の
續
き
は
三
宅
雄
次
郎
君
に
托
し
て
外
遊
す
る
と
の
こ

と
が
記
し
て
あ
つ
た
と
記
憶
す
る
。
當
時
私
は
乳
臭
で
、
と
て
も
會
得
が
出
來
た
こ
と
で
は
な
か
つ
た
が
、
そ

れ
で
も
幾
分
哲
學
上
の
術
語
に
接
し
、
タ
ー
レ
ス
や
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
な
ど
、
西
洋
哲
學
者
の
名
を
知
つ
て
哲
學
に

對
す
る
興
味
を
唆
り
、
同
時
に
先
生
に
對
し
て
深
い
景
慕
の
念
を
懷
く
に
至
つ
た
。

　
先
生
が
歸
朝
さ
れ
て
間
も
な
く
、
私
も
上
京
勉
學
の
機
を
得
た
。
帝
國
大
學
豫
備
門
大
講
堂
で
初
め
て
先
生

の
風
丯
に
接
し
て
、
兼
て
の
渇
望
を
滿
す
こ
と
が
出
來
た
。
講
堂
は
今
の
商
科
大
學
跡
の
筋
ぢ
向
ひ
、
學
士
會

館
の
南
隣
で
あ
つ
た
。
先
生
の
演
題
は
確
か
と
記
憶
し
て
居
な
い
が
、
何
に
せ
よ
新
歸
朝
の
大
哲
學
者
、
一
世

の
大
導
師
で
名
聲
天
下
を
壓
す
る
も
の
が
あ
つ
た
か
ら
、
聽
衆
は
堂
に
溢
れ
る
斗
り
、
勿
論
日
頃
の
崇
拜
者
た

る
私
も
友
人
二
三
と
共
に
其
所
へ
駈
け
つ
け
た
。
私
等
が
會
場
間
近
か
ま
で
行
く
と
、
急
に
參
集
者
の
誰
れ
か

が
一
方
を
指
し
て
小
聲
で
先
生
先
生
と
呼
ぶ
者
が
あ
つ
た
。
見
れ
ば
少
し
首
を
左
に
曲
げ
て
、
少
し
俯
し
め
に

物
思
は
し
げ
に
ユ
ル
〳
〵
歩
を
運
ん
で
、
左
も
思
想
家
ら
し
い
中
肉
中
ぜ
い
の
若
い
紳
士
が
あ
つ
た
。
此
れ
ぞ

即
ち
當
日
の
講
演
者
た
る
大
先
生
で
あ
つ
た
。
論
旨
は
未
熟
な
私
に
十
分
よ
く
理
解
さ
れ
よ
う
も
な
く
、
隨
つ

て
記
憶
も
な
い
が
、
唯
だ
先
生
が
荐
り
に
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
を
繰
り
返
さ
れ
、
又
た
井
上
圓
了
博
士
を
翻
弄

さ
れ
た
こ
と
は
忘
れ
な
い
。
佛
教
活
論
以
來
、
此
れ
も
又
た
大
哲
學
者
と
し
て
私
が
敬
嘆
し
て
居
た
圓
了
博
士
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が
、
此
う
ま
で
木
ツ
葉
微
塵
に
粉
碎
さ
れ
た
に
觀
て
も
、
大
先
生
の
上
に
尚
ほ
大
々
先
生
が
あ
る
も
の
と
感
じ

た
こ
と
で
あ
つ
た
。
此
れ
が
私
の
頭
に
印
せ
ら
れ
た
巽
軒
先
生
の
第
一
印
象
で
あ
つ
た
。

　
其
の
大
々
先
生
の
講
義
を
親
し
く
聽
き
得
る
に
至
つ
た
こ
と
は
、
私
に
取
つ
て
何
れ
程
の
幸
福
で
あ
つ
た
か
。

其
れ
は
言
ふ
を
待
た
な
い
。
又
た
先
生
の
講
義
が
、
日
本
の
學
界
に
取
つ
て
何
れ
程
の
重
要
さ
が
あ
つ
た
か
。

其
れ
は
天
下
周
知
の
事
實
で
、
私
が
再
述
す
る
を
待
た
な
い
。

　
唯
だ
學
生
と
し
て
私
が
先
生
の
教
へ
て
倦
ま
ざ
る
親
切
に
就
て
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
來
な
い
一
經
驗
が
あ
る
。

學
生
は
例
も
教
授
を
訪
問
す
る
を
樂
し
む
も
の
で
、
私
な
ど
は
寧
ろ
先
生
に
對
し
て
は
其
の
樂
し
み
を
み
だ
り

に
し
た
方
で
あ
ら
う
。
が
其
れ
は
教
授
に
取
つ
て
は
迷
惑
に
相
違
な
い
。
然
る
に
先
生
は
訪
問
日
こ
そ
定
め
て

あ
れ
、
面
會
し
得
さ
へ
す
れ
ば
、
曾
て
一
度
も
迷
惑
さ
う
な
顏
付
き
態
度
を
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
つ
た
。
今
自

分
も
教
授
と
な
つ
て
見
て
、
始
め
て
此
れ
は
出
來
な
い
こ
と
だ
と
痛
感
し
て
居
る
。
否
な
更
ら
に
、
先
生
は
何

日
も
其
私
宅
に
學
生
を
歡
迎
さ
れ
た
斗
り
で
な
く
恰
も
大
聽
衆
に
死
生
の
一
大
事
因
縁
を
で
も
説
く
か
の
如
く
、

一
人
の
凡
庸
學
生
に
向
つ
て
さ
へ
、
諄
々
と
し
て
説
い
て
止
ま
な
い
概
が
あ
つ
た
。
甚
だ
失
禮
な
心
態
で
は
あ

つ
た
が
、
一
度
な
ど
モ
ウ
疾
ツ
く
に
ド
ン
が
な
つ
て
、
腹
が
ペ
コ
〳
〵
に
な
つ
て
、
私
の
心
中
最
早
終
講
を
と

願
つ
て
居
た
に
關
は
ら
ず
、
先
生
は
然
う
し
た
こ
と
に
は
一
向
頓
着
な
く
、
平
氣
で
長
講
を
續
け
ら
れ
て
閉
口

し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
先
生
の
如
き
は
眞
に
眞
理
に
對
す
る
愛
、
教
授
と
し
て
の
親
切
が
あ
る
も
の
と
歸
路
ツ

ク
ヅ
ク
感
心
し
つ
つ
戻
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
此
う
し
た
タ
ワ
イ
も
な
い
小
經
驗
も
此
う
し
た
喜
の
折
に
思
ひ
出

さ
れ
る
。
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實
に
先
生
は
單
に
教
授
と
し
て
斗
り
で
な
く
、
又
た
人
と
し
て
眞
に
人
間
味
の
あ
る
君
子
人
で
あ
る
。
何
日

も
快
活
で
元
氣
で
、
温
和
で
篤
實
で
、
好
ん
で
學
生
の
世
話
を
さ
れ
る
。
學
生
等
が
教
授
と
し
て
之
を
愛
敬
す

る
斗
り
で
な
く
、
又
た
之
を
父
と
も
し
兄
と
も
し
、
嬉
々
と
し
て
其
の
傘
下
に
集
ま
る
は
決
し
て
偶
然
で
な
い
。

世
に
は
利
害
打
算
的
集
團
に
よ
つ
て
、
生
け
な
が
ら
銅
像
を
立
て
ら
れ
る
「
豪
い
」
人
も
あ
り
、
長
い
官
府
生

活
の
爲
め
に
勳
位
赫
々
の
貴
人
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
權
力
の
た
め
で
も
な
く
、
又
た
利
益
の
た
め
で
も
な
く
、

唯
だ
純
な
愛
と
敬
と
か
ら
成
り
立
つ
た
自
然
的
な
集
り
は
、
君
主
の
命
令
し
得
ず
、
億
萬
長
者
の
買
ひ
得
ぬ
超

越
樂
至
樂
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
果
せ
る
哉
、
『
仁
者
は
壽
し
。
』
巽
軒
會
の
大
黒
柱
は
、
古
稀
よ
り
喜
壽

へ
カ
ク
シ
ャ
ク
と
し
て
其
の
年
を
延
べ
さ
せ
ら
れ
る
。
是
は
先
生
の
幸
で
あ
る
斗
り
で
な
く
、
日
本
の
學
界
、

特
に
吾
黨
の
幸
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蘇
東
坡
は
梅
直
講
に
知
ら
れ
て
其
の
徒
と
な
り
得
た
樂
を
、
『
苟
も

其
れ
一
時
の
幸
を
僥
し
、
車
騎
を
從
へ
る
こ
と
數
十
人
、
閭
巷
の
小
民
を
し
て
聚
觀
し
て
之
れ
を
賛
嘆
せ
し
む

る
も
、
亦
た
何
を
以
て
此
の
樂
に
易
ん
』
と
云
ひ
、
更
に
不
怨
天
、
不
尤
人
、
蓋
優
哉
游
哉
、
可
以
卒
歳
と
言

つ
て
居
る
。
學
東
西
を
該
ね
て
日
本
の
哲
學
界
を
リ
ー
ド
さ
れ
る
我
が
井
上
先
生
を
繞
り
て
の
會
友
が
、
浸
つ

て
以
て
樂
し
み
と
す
る
所
も
亦
た
恐
ら
く
此
れ
に
外
な
い
で
あ
ら
う
。
私
も
研
究
的
論
文
を
以
て
、
此
期
を
祝

し
た
い
こ
と
は
萬
々
で
あ
る
が
、
事
情
上
其
れ
は
先
づ
米
壽
ま
で
保
留
し
て
、
此
所
に
唯
だ
一
篇
の
祝
辭
を
述

べ
て
お
く
に
止
め
る
。

5



6巽軒先生喜壽の祝辭



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
井
上
先
生
喜
壽
記
念
文
集
」
冨
山
房

　
　
　1931
（
昭
和6

）
年12

月15

日
発
行

初
出
：
「
井
上
先
生
喜
壽
記
念
文
集
」
冨
山
房

　
　
　1931

（
昭
和6
）
年12

月15

日
発
行

※
底
本
で
は
「
私
は
ま
だ
郷
の
中
學
に
居
た
頃
に
、
始
め
て
先
生
の
「
心
理
新
説
」
を
讀
ん
だ
。
其
れ
は
木
版

で
印
刷
さ
れ
た
單
簡
な
二
册
も
の
で
あ
つ
た
。
又
た
殆
ん
ど
同
時
に
、
「
西
洋
哲
學
史
講
義
」
も
讀
ん
だ
。
其

れ
も
木
版
二
册
も
の
先
生
の
洋
行
前
の
著
述
で
、
」
の
部
分
の
み
が
一
字
下
げ
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
力
：
岩
澤
秀
紀

校
正
：
フ
ク
ポ
ー

2019

年4

月26

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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